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The present study is a practical study suggesting guidelines for 
the manufacture of clothing that considers function and form for 
elderly women with kyphotic spines due to old age or disease. 
Manufacturing clothing for kyphotic elderly women requires 
the establishment of a frame of reference for body shape and 
bending, and therefore requires understanding the features of 
these body shapes. Therefore, the present report carries out 
“clothing life awareness surveys,” “anthropometry 1: Martin 
anthropometry,” “anthropometry 2: 3D anthropometry,” “gait 
examination,” and “photograph analysis” on 42 elderly women 
and gathers materials for understanding the features of body 
shapes. Specifically, “anthropometry 1: Martin anthropometry,” 
“anthropometry 2: 3D anthropometry,” and “photograph 
analysis” studies were key to the formulation of kyphotic 
posture criteria on 42 elderly women. In the future, we aim to 
present “guidelines on clothing manufacture methods for 
kyphotic elderly women” and to carry out research with the 
process of “test subject selection,” “clothing lifestyle 
investigation,” “anthropometry 1: Martin anthropometry,” 
“anthropometry 2: 3D anthropometry,” “photograph analysis,” 


























服設計に関わる円背姿勢の判定基準策定を試みた。                  
 
2．研究背景 












1992‐1994 年 2)および 2004 年‐2006 年 3)の二件みられ
た。大塚美智子教授（日本女子大学）の研究チームは、二
次元と三次元の高齢者人体計測データ収集を行い、2017









データ(59 人〈男性 34 名、女性 25 名〉)および三次元計



























② 日時：2017 年 9 月 20 日 13:30～16:00、25 日、 





神 戸 芸 術 工 科 大 学 紀 要「 芸 術 工 学 2 0 1 8 」（ 共 同 研 究 ） 
 
26 日、29 日 9:30～12:00 










3.2.2 人体計測 1－マルチン計測  











a.計測項目          
 計測項目数は、「A.周囲長」15 項目、「B.幅」7 項目、
「C.丈」11 項目、「D.高さ」11 項目、「E.間隔」2 項目、
「F.角度」1 項目、「G.体重」1 項目、「H.第 7 頸椎-第 4
腰椎棘突起(自在曲線定規)」1 項目で、合計 49 項目とし
た。内、「円背特性項目」は、以下の 16 項目であった。 












3.2.3 人体計測 2－三次元計測  
 尼崎市中小企業センターにて、高齢女性 30 名に対し、
三次元計測を実施した(図 1)。本調査では、人体形状を把
握する資料として位置づけ実施した。機器は、株式会社ス
ペースビジョンの 3D BODY SCANNER を使用した。 
 
3.2.4 歩行 
 尼崎市中小企業センターにて、高齢女性 30 名に対し、
調査を実施した(写真 3)。機器は、株式会社 HAL デザイ
ン研究所の Anakin System WA-Kv2 を使用した。 
 






図 1 三次元計測を基にした被験者画像（左脇）  
写真 3 歩行の様子 



























ヒップ点」を算出する。   

























1 項目、面積 1 項目とした。【ケース 2】では、高さ寸法
「床面から頭頂点」「床面から円背最突点」2 項目、角度
写真 4 【ケース 1】の分析線  
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 被験者 10 名について、【ケース 1】の高さ寸法(3 項目)、
角度(1 項目)、面積(1 項目)の分析サンプルを図 2 に示し
た。面積の比較については、身長差による要因を省くた
め、身長を平均値で一定に調整し、面積を算出した。その
結果、図 2 の「耳珠点」「円背最突点」「1/2 ヒップ幅の









に変更した。写真 4 と写真 5 を見比べると、写真 5 の【ケ
ース 2】では、体型サイズの要因が小さくなり、傾斜要因
が明らかになったといえる。 





























図 3 三次元計測画像(頭上から見た画像) 
を用いた分析「背面屈曲部分からの肩角度」 
図 2 【ケース 1】の分析サンプル(被験者 10 名) 
被験者 I-2  
写真 6 被験者 I-2 および I-8 


















































































図 4 研究手順および展望 
 
(4)人体計測 2－三次元計測  
(1)被験者選定  
(2)衣生活意識  








(8)衣服デザイン・設計・製作  評価  
円背高齢女性衣服製作法ガイドライン 
(5)写真判定  
(7)体型特性把握  
(6)データ解析  
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